
様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ
自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う
産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

排出量 全処理委託量

産業廃棄物処理計画における
計画期間

　令和７年４月１日から令和８年３月３１日

項目 目標値 項目 目標値

 事業の種類

082-255-4940（内線 5891)

 事　業　場　の　名　称 広島市下水道局管理部旭町水資源再生センター

令和７

F36 水道業

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

2026年5月11日

広島市中区国泰寺町一丁目６番３４号

 事 業 場 の 所 在 地 広島市南区宇品東４－２－２７

広島市長　松井一實

（広島市下水道局旭町水資源再生センター）

別紙３のとおり

f001



別紙３
（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 7 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

78759 0 0 78543 0 6251 72292 0 0 6467 179 6365 0 0

78759 0 0 78543 0 6251 72292 0 0 6467 179 6365 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

産業廃棄物の種類

木くず

繊維くず

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

前年度目標値（前年度計画書数値）

合計

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん

目標項目

エラー：赤色表示



様式第二号の八（第八条の四の五関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

082-255-4940（内線 5891)

②事　業　の　規　模 処理能力　５０,４００ｍ3／日

③従　 業　 員 　数 １０名

F36 水道業

産業廃棄物処理計画書

2026年5月11日

広島市中区国泰寺町一丁目６番３４号

広島市長　松井一實

（広島市下水道局旭町水資源再生センター）

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類

 事　業　場　の　名　称 広島市下水道局旭町水資源再生センター

 事 業 場 の 所 在 地 広島市南区宇品東四丁目２番２７号

 計　　画　　期　　間 令和８年４月１日から令和９年３月３１日

　　　　　しさ
　　　　　　処理委託　　　　 返送汚泥
　　　　　（焼却埋立）

流入水 放流水
着水井 最初沈殿池 反応槽 最終沈殿池 塩素混和池

余剰汚泥

　　　 初沈汚泥

濃縮汚泥 脱水ケーキ
濃縮槽 脱水機 　処理委託

　（肥料化、セメント化）



別紙１

7 年度）　実績量
8 年度）　計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

78759 76261 0 0 0 0 72292 70431 0 0 6251 6139 179 2175 6365 5955 0 0 0 0

78759 76261 0 0 0 0 72292 70431 0 0 6251 6139 179 2175 6365 5955 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

合計

動物の死体

ばいじん

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

紙くず

木くず

繊維くず

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

排出抑制に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

廃プラスチック類

（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

計画：今年度（
現状：前年度（

認定熱回収業者への
処理委託量

燃え殻

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

産業廃棄物の種類

自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
認定熱回収業者以外の熱回収

を行う業者への処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量

廃棄物の種類



別紙２（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

産業廃棄物処理責任者：旭町水資源再生センター所長

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

反応槽のＭＬＤＯ、ＭＬＳＳ等を適切に管理して、余剰汚泥の
発生量を削減し、濃縮汚泥の排出を抑制している。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

上記に同じ。

所 長

管理係

廃棄物担当

水質係

運転管理

担当

操作係



３　産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

適切な運転管理及び維持管理を行い、脱水ケーキの低含水
率化に努めている。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

上記に同じ。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

－

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

－

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の
　　　種類及び分別に関する取組）

－

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃
　　　棄物の種類及び分別に関する取
組）

－



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

汚泥（脱水ケーキ）のセメント化及び肥料化処理を委託して、
再生利用を図っている。また、現地にてこれらの履行確認を

行い、適正に処理されていることを確認している。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

上記に同じ。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

－

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

－



様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

　　令和８年４月　　日

広島市中区基町９番３２号

 事 業 場 の 所 在 地 広島市東区牛田新町一丁目８番１号

広島市水道事業管理者

広島市水道局長　　桝原　茂

 事業の種類

０８２－５１１－６８０６

 事　業　場　の　名　称 広島市水道局　牛田浄水場

令和　７

F36 水道業

産業廃棄物処理計画における
計画期間

令和７年４月１日から令和８年３月３１日

項目 目標値 項目 目標値

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

排出量 全処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う

産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

別紙３のとおり

f002



別紙３
（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 令和　　７ 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

1988 0 0 1988 0 274 1714 0 0 274 274 274 0 0

1988 0 0 1988 0 274 1714 0 0 274 274 274 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

3220 0 2735 0 0 485 485 485 0 0

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

前年度目標値（前年度計画書数値）

合計

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん

目標項目

エラー：赤色表示

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

産業廃棄物の種類

木くず

繊維くず

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず



様式第二号の八（第八条の四の五関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

０８２－５１１－６８０６

②事　業　の　規　模 給水能力：１１９，０００ｍ3／日

③従　 業　 員 　数 ３２人

F36 水道業

産業廃棄物処理計画書

　　令和８年４月　　日

広島市中区基町９番３２号

広島市水道事業管理者

　広島市水道局長　　桝原　茂

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

別紙Ａのとおり

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類

 事　業　場　の　名　称 広島市水道局　牛田浄水場

 事 業 場 の 所 在 地 広島市東区牛田新町一丁目８番１号

 計　　画　　期　　間 令和８年４月１日から令和９年３月３１日



別紙１

7 年度）　実績量
8 年度）　計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

1988 3040 0 0 0 0 1714 2588 0 0 274 452 274 452 274 452 0 0

1988 3040 0 0 0 0 1714 2588 0 0 274 452 274 452 274 452 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

合計

動物の死体

ばいじん

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

紙くず

木くず

繊維くず

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

排出抑制に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

廃プラスチック類

（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

計画：今年度（
現状：前年度（

認定熱回収業者への
処理委託量

燃え殻

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

産業廃棄物の種類

自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
認定熱回収業者以外の熱回収

を行う業者への処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量

廃棄物の種類



別紙２（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

　牛田浄水場の排水処理施設の運転管理及び発生した汚泥ケーキの運搬再生処分は、業務委託で
行っている。これら業務委託の監理・監督は、産業廃棄物技術管理者（牛田浄水場係員）が、産業廃
棄物処理責任者（牛田浄水場長）の指示を受け行っている。

　　[管理体制図]

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

自ら行う中間処理による減量、及び業務委託による再生処
理を実施

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

同上

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。

牛田浄水場長

（産業廃棄物処理責任者）

牛田浄水場係員

（産業廃棄物技術管理者）

排水処理施設管理（業務委託）

（処理施設の管理運転）

汚泥運搬再生（業務委託）

（発生した汚泥ケーキの

再生処分場への運搬・再生）

指示

管理・監督



３　産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の
　　　種類及び分別に関する取組）

浄水（水道水）の製造工程で発生する産業廃棄物は汚泥の
みであり、現時点では産業廃棄物を分別する必要はない

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃
　　　棄物の種類及び分別に関する取
組）

同上

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

牛田浄水場の排水処理施設で中間処理として、ろ過濃縮及
び加圧脱水を行っている

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

同上

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

産業廃棄物の再生は業務委託している

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

同上



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

牛田浄水場で行う中間処理によって生じた残さ（汚泥）は、全
量を業務委託により処理し路盤材や改良土として再生利用
している。また、牛田浄水場係員が当該委託業者の運搬・再
生利用について履行確認を行っている

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

同上

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

産業廃棄物の埋立処分及び海洋投入処分は行っていない

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

同上



 

 

産業廃棄物の一連の処理の工程 

（産業廃棄物処理計画書 第１面の④） 

 

 

④産業廃棄物の

一連の処理の

工程 
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別紙Ａ 



様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ
自ら埋立処分又は

海洋投棄処分を行う
産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

排出量 全処理委託量

産業廃棄物処理計画における
計画期間

令和７年４月～令和８年３月

項目 目標値 項目 目標値

 事業の種類 ３６　水道業

082-232-6820

 事　業　場　の　名　称 広島市江波水資源再生センター

令和７

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

　　令和8年  5月　12日

広島市中区江波西一丁目１５－５４

 事 業 場 の 所 在 地 広島市中区江波西一丁目１５－５４

広島市下水道局管理部江波水資源再生センター所長

佐々木　孝明

別紙３のとおり

f003



別紙３
（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

こ （ R７ 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

58733 0 0 58733 0 7485 51248 0 0 7485 3909 7466 0 0

4.9 0 0 0 0 0 0 0 0 4.9 4.9 0 0 0

0.04 0 0 0 0 0 0 0 0 0.04 0.04 0 0 0

58737.94 0 0 58733 0 7485 51248 0 0 7489.94 3913.94 7466 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

60496 0 53256 0 0 7240 4701 7223 0 0

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

産業廃棄物の種類

木くず

繊維くず

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

前年度目標値（前年度計画書数値）

合計

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん

目標項目

エラー：赤色表示



様式第二号の八（第八条の四の五関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

脱水汚泥　→　セメント、肥料

沈砂　→　肥料

しさ　→　焼却　→　埋立

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類 ３６　水道業

 事　業　場　の　名　称 広島市江波水資源再生センター

 事 業 場 の 所 在 地 広島市中区江波西一丁目１５－５４

 計　　画　　期　　間 令和７年４月～令和８年３月

産業廃棄物処理計画書

　　令和8年 5月 12日

広島市中区江波西一丁目１５－５４

広島市下水道局管理部江波水資源再生センター所長

佐々木　孝明

082-232-6820							

②事　業　の　規　模 ５４,０００ｍ3/日

③従　 業　 員 　数 ５１人



別紙１

R7 年度）　実績量
R8 年度）　計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

58733 58526 0 0 0 0 51248 51338 0 0 7485 7188 3909 4292 7466 7170 0 0 0 0

0 0.18 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.18 0 0.18 0 0.18 0 0 0 0

4.9 5.25 0 0 0 0 0 0 0 0 4.9 5.25 4.9 5.25 0 0 0 0 0 0

0.04 0.2 0 0 0 0 0 0 0 0 0.04 0.2 0.04 0.2 0 0 0 0 0 0

58737.94 58531.63 0 0 0 0 51248 51338 0 0 7489.94 7193.63 3913.94 4297.63 7466 7170.18 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

計画：今年度（
現状：前年度（

認定熱回収業者への
処理委託量

燃え殻

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

産業廃棄物の種類

自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
認定熱回収業者以外の熱回収

を行う業者への処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量

排出抑制に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

合計

動物の死体

ばいじん

廃棄物の種類



別紙２（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　平成２０年度より脱水機を更新し、脱水助剤を塩鉄・消石灰
から高分子凝集剤に変更し脱水ケーキ発生量を削減してい
る。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

同上

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。

所長

管理係

廃棄物担当
水質係 操作係

江波水資源再生センター



３　産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

濃縮汚泥脱水

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

同上

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

なし

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

なし

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の
　　　種類及び分別に関する取組）

なし

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃
　　　棄物の種類及び分別に関する取
組）

なし



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　平成２０年度より焼却炉を廃止し焼却灰運搬、焼却灰埋立
ての委託を中止。それに伴い脱水汚泥のセメント化、肥料化
を委託開始し再利用している。沈砂も肥料化して再利用して
いる。また履行確認は現地にておこなっている。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

同上

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

なし

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

なし



様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ
自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う
産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

排出量 全処理委託量

産業廃棄物処理計画における
計画期間

2025年4月1日～2026年3月31日

項目 目標値 項目 目標値

 事業の種類

070-7575-0631

 事　業　場　の　名　称 ＭＣＭエネルギーサービス株式会社　本社エネルギーセンター

2025

電気業

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

2026年　5月　8日

広島市南区仁保沖町1番1号

 事 業 場 の 所 在 地 広島市南区仁保沖町1番1号

ＭＣＭエネルギーサービス株式会社

代表取締役社長　千明　勝郎

別紙３のとおり

f004



別紙３
（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 2025 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

10.53 10.53 10.53

0.67 0.67 0.67

0.01 0.01 0.01

0.06 0.06 0.06

10.66 10.66 10.66

31,799.39 31799.39 31799.39

0.6 0.6 0.6

31,821.92 0 0 0 0 0 0 0 0 31821.92 0 31821.92 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

37,878.91

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

産業廃棄物の種類

木くず

繊維くず

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

前年度目標値（前年度計画書数値）

合計

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん

水銀使用製品産業廃棄物（蛍光灯）

目標項目

エラー：赤色表示



様式第二号の八（第八条の四の五関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類

 事　業　場　の　名　称 ＭＣＭエネルギーサービス株式会社　本社エネルギーセンター

 事 業 場 の 所 在 地 広島市南区仁保沖町1番1号

 計　　画　　期　　間 2026年4月1日～2027年3月31日

産業廃棄物処理計画書

2026年　5月　8日

広島市南区仁保沖町1番1号

ＭＣＭエネルギーサービス株式会社

代表取締役社長　千明　勝郎

070-7575-0631

②事　業　の　規　模 電気･蒸気の売上高99.7億円（前年度実績）

③従　 業　 員 　数 40名（当該事業場）

電気業



別紙１

2025 年度）　実績量
2026 年度）　計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

10.53 10.53

0.67 0.67

0.01 0.01

0.06 0.06

10.66 10.66

31,799.39 40,000.00

0.6 0.6

31,821.92 40,022.53 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

計画：今年度（
現状：前年度（

認定熱回収業者への
処理委託量

燃え殻

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

産業廃棄物の種類

自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
認定熱回収業者以外の熱回収

を行う業者への処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量

排出抑制に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

合計

動物の死体

ばいじん

水銀使用製品産業廃棄物（蛍光灯）

廃棄物の種類



別紙２（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

当該事業場 

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

・

・

・ 使用済潤滑油等の廃油に関する有価物契約

・ 引き続き灰分の少ない石炭燃料の調達を目指す一方、2026年度は

市場影響を踏まえ一定期間において灰分の高い石炭を契約予定。

このため、対前年比でばいじん発生量の増加を見込むが、運転上

可能な範囲で発生量の抑制を目指す。

また、発電所稼働率の増加を計画しているため、ばいじん発生量に

ついては、2023年度並みの計画とする。

　

マツダ㈱
代表取締役社長

MCMエネルギーサービス㈱
取締役 プラント技術部

部長

発電事業部長

本社エネルギーセンター

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

廃棄物処理統括責任者 廃棄物処理統括責任者

運転係 運転係

管理体制

MCMエネルギーサービス㈱
代表取締役社長

防府エネルギーセンター
第1エネルギー技術Grマネージャー 第2エネルギー技術Grマネージャー

係長 係長
廃棄物管理担当 廃棄物管理担当

広島本社事業所（40名） 山口県防府事業所（20名）

使用済潤滑油等の廃油に関する有価物契約

ばいじんにあたる石炭灰の排出を抑制するため、灰分の少ない石炭
を優先的に選定

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。

業務委託

契約



３　産業廃棄物の分別に関する事項

・

・ 現行通り、廃棄物の種類別に分別保管していく。

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

自ら再生利用していない。

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

自ら中間処理していない。

自ら中間処理することは予定していない。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の
　　　種類及び分別に関する取組）

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃
　　　棄物の種類及び分別に関する取
組）

ばいじんは密閉の専用タンクに、鉱さいは囲った専用置場に、プラス
チック、金属、木材、ガラスは専用の入れ物で分別保管している。

自ら再生利用することは予定していない。



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

埋立処分及び海洋投入処分は実施していない。

今後共埋立処分及び海洋投入処分は予定していない。

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

廃棄物の殆どが石炭灰であるばいじんであり、全量セメント原料とし
てセメント会社に再生利用を委託している。

石炭灰であるばいじんの有効利用を拡大するため、建材原料等他の
再生利用委託を検討していく。



様式第22号（第69条関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

広島市水道管理者

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和8年6月4日

広島市中区基町９番３２号

広島市水道局長　桝原　茂

０８２－５１１－６８０６

 事　業　場　の　名　称 広島市水道局　高陽取水場

 事 業 場 の 所 在 地 広島市安佐北区落合二丁目４５番４８号

年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

広島県生活環境の保全等に関する条例第85条第2項の規定により、 7

 事業の種類

産業廃棄物処理計画における
計画期間

令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで

項目 目標値 項目 目標値

F36 水道業

排出量 全処理委託量

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

※事務処理欄

自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う

産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

条例別紙３のとおり

f005



条例別紙３
（条例-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 7 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った

量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

534 534 534 534

534 0 0 0 0 0 0 0 0 534 534 534 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

747 747 747 747

合計

エラー：赤色表示

目標項目

前年度目標値（前年度計画書数値）

動物の死体

ばいじん

動物のふん尿

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

廃アルカリ

産業廃棄物の種類

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸



様式第21号（第68条関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

②事　業　の　規　模 最大取水量　１日当たり４５万４千立方メートル

③従　 業　 員 　数 ３４人

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

・沈砂池で沈降させ堆積した汚泥を委託した再生処理業者が収集及
び運搬し、改良土等に再資源化

産業廃棄物処理計画書

令和8年6月4日

広島市中区基町９番３２号

広島市水道事業管理者

０８２－５１１－６８０６

広島市水道局長　桝原　茂

年度の

産業廃棄物の減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類

 事　業　場　の　名　称 広島市水道局　高陽取水場

 事 業 場 の 所 在 地

 計　　画　　期　　間 令和８年４月１日から令和９年３月３１日まで

広島県生活環境の保全等に関する条例第85条第1項の規定により、 8

F36 水道業

広島市安佐北区落合二丁目４５番４８号



条例別紙１

　　　　現状：前年度（ 7 年度）実績量
　　　　計画：今年度（　 8 年度）計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

534 629 534 629 534 629 534 629

534 629 0 0 0 0 0 0 0 0 534 629 534 629 534 629 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

金属くず

動物系固形不要物

再生利用業者への
処理委託量

自ら行う再生利用に関する事項

紙くず

木くず

繊維くず

廃アルカリ

廃プラスチック類

自ら行う中間処理に関する事項

認定熱回収業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

優良認定処理業者への
処理委託量

合計

動物の死体

ばいじん

ゴムくず

動植物性残さ

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

（条例-産業廃棄物処理計画書）

認定熱回収業者への
処理委託量

汚泥

廃油

廃酸

産業廃棄物の種類

処理委託に関する事項自ら行う埋立処分等に関する事項

排出量
自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量
自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

燃え殻

排出抑制に関する事項

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

廃棄物の種類



条例別紙２（条例-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

―

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

―

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。

高 陽 浄 水 場 長

（産業廃棄物処理責任者）

高 陽 浄 水 場 係 員

（産業廃棄物処理施設技術管理者）

高陽取水場管理

（取水場の運転管理）

汚泥収集運搬（業務委託）

（発生した汚泥の収集、再

生処分場への運搬）



３　産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の種類及
び
　　　分別に関する取組）

―

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃棄物
の
　　　種類及び分別に関する取組）

―

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

―

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

―

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

―

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

―



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

―

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

―

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

―

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

―



様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ
自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う
産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

排出量 全処理委託量

産業廃棄物処理計画における
計画期間

令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで

項目 目標値 項目 目標値

 事業の種類

０８２－５１１－６８０６

 事　業　場　の　名　称 広島市水道局　高陽浄水場

7

F36 水道業

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和8年6月4日

広島市中区基町９番３２号

 事 業 場 の 所 在 地 広島市安佐北区落合南六丁目１番１号

広島市水道事業管理者

広島市水道局長　桝原　茂

別紙３のとおり

f006



別紙３
（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 7 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

16,671 16,671 1,254 15,417 1,254 1,254 1,254

16671 0 0 16671 0 1254 15417 0 0 1254 1254 1254 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

11,370 0 10,069 0 0 1,299 1,299 1,299 0 0

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

産業廃棄物の種類

木くず

繊維くず

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

前年度目標値（前年度計画書数値）

合計

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん

目標項目

エラー：赤色表示



様式第二号の八（第八条の四の五関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

・浄水工程で発生する懸濁物質を加圧脱水処理した後の脱水ケーキ
を委託した再生処理業者が運搬し、改良土等に再資源化

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類

 事　業　場　の　名　称 広島市水道局　高陽浄水場

 事 業 場 の 所 在 地 広島市安佐北区落合南六丁目１番１号

 計　　画　　期　　間 令和８年４月１日から令和９年３月３１日まで

産業廃棄物処理計画書

令和8年6月4日

広島市中区基町９番３２号

広島市水道事業管理者

広島市水道局長　桝原　茂

０８２－５１１－６８０６

②事　業　の　規　模 給水能力　1日当たり２０万立方メートル

③従　 業　 員 　数 ３４名

水道業



別紙１

7 年度）　実績量
8 年度）　計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

16,671 12,635 15,417 11,385 1,254 1,250 1,254 1,250 1,254 1,250

16671 12635 0 0 0 0 15417 11385 0 0 1254 1250 1254 1250 1254 1250 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

計画：今年度（
現状：前年度（

認定熱回収業者への
処理委託量

燃え殻

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

産業廃棄物の種類

自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
認定熱回収業者以外の熱回収

を行う業者への処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量

排出抑制に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

合計

動物の死体

ばいじん

廃棄物の種類



別紙２（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　浄水工程において凝集剤の注入を適正に管理し、発生汚
泥の低減を図る。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

同上。

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。

高 陽 浄 水 場 長

（産業廃棄物処理責任者）

高 陽 浄 水 場 係 員

（産業廃棄物処理施設技術管理者）

排水処理施設管理

（業務委託）

（処理施設の運転管理）

汚泥運搬（業務委託）

（発生した汚泥ケーキ

の再生処分場への運

搬）

汚泥運搬（業務委託）

（排水処理施設内に堆

積した汚泥の収集、再

生処分場への運搬）



３　産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の
　　　種類及び分別に関する取組）

―

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃
　　　棄物の種類及び分別に関する取
組）

―

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

―

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

―

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　汚泥ケーキ含水率向上のための、脱水機運転方法調査及
び調整。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

同上。



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

―

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

―

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　委託業者により改良土等に再資源化するとともに、これの
履行確認実施。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

同上。



様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和8年5月20日

広島市中区基町10-52

 事 業 場 の 所 在 地 広島市佐伯区五日市町大字上河内字上白ケ瀬1530

広島県水道広域連合企業団

企業長　横田　美香

 事業の種類

050-3785-2920

 事　業　場　の　名　称 広島県水道広域連合企業団　白ケ瀬浄水場

2025

F36 水道業

産業廃棄物処理計画における
計画期間

令和７年４月１日から令和８年３月31日

項目 目標値 項目 目標値

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者への
処理委託量

排出量 全処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う

産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

別紙３のとおり

f007



別紙３
（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 2025 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した量
自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処
理した後の残

さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投

入処分した量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

6579.595 6579.595 321.3 6258.295 321.3

6579.595 0 0 6579.595 0 0 6258.295 0 321.3 0 0 0 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収を
行う産業廃
棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

6991 6618 373

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

前年度目標値（前年度計画書数値）

合計

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん

目標項目

エラー：赤色表示

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

産業廃棄物の種類

木くず

繊維くず

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず



様式第二号の八（第八条の四の五関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

050-3785-2920

②事　業　の　規　模 別紙２のとおり

③従　 業　 員 　数 ２４人

F36 水道業

産業廃棄物処理計画書

令和8年5月20日

広島市中区基町10-52

広島県水道広域連合企業団

企業長　横田　美香

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類

 事　業　場　の　名　称 広島県水道広域連合企業団　白ケ瀬浄水場

 事 業 場 の 所 在 地 広島市佐伯区五日市町大字上河内字上白ケ瀬1530

 計　　画　　期　　間 令和８年４月１日から令和９年３月３１日



別紙１

2025 年度）　実績量
2026 年度）　計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

6579.595 7030 6258.295 6681 321.3 349

6579.595 7030 0 0 0 0 6258.295 6681 321.3 349 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

合計

動物の死体

ばいじん

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

紙くず

木くず

繊維くず

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

排出抑制に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

廃プラスチック類

（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

計画：今年度（
現状：前年度（

認定熱回収業者への
処理委託量

燃え殻

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

産業廃棄物の種類

自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
認定熱回収業者以外の熱回収

を行う業者への処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量

廃棄物の種類



別紙２（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。



３　産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の
　　　種類及び分別に関する取組）

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃
　　　棄物の種類及び分別に関する取
組）

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）



７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）



別紙２（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書） 

 

産業廃棄物の減量その他その処理に関する計画 

 

１ 記載事項 

 （１）事業場名   広島県水道広域連合企業団 白ヶ瀬浄水場 

 （２）従業員数   指定管理者 水みらい広島 白ヶ瀬浄水場 常駐職員２４名 

 （３）年間送水量  約 845 万㎥（令和５～７年度平均） 

 （４）事業概要   魚切ダムを水源として八幡川の表流水を取水し浄水処理を行って 

          いる。 

           白ケ瀬浄水場の計画給水量は 67,000 ㎥/日であり，現在は広島市 

      （佐伯区），廿日市市の一部に水道用水の供給を行っている。 

 （５）浄水処理・廃棄物発生フロー図 

        

 

 

 

 

                       （異臭味障害発生時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

                            浄水処理の流れ 

                            廃棄物処理の流れ 

                            （汚水・汚泥） 

 

 

 

 

 

 

 

八幡川 

 

 
接合井 

沈砂池 

着水井 

 

沈でん池 

 

急速ろ過池 

 

浄水池 

排泥・濃縮槽 

 

汚泥脱水機 

 

脱水機 

汚泥搬出 

天日乾燥床 

 

各受水団体 

排水池 

 

 

凝集剤 

粉末活性炭 

中伏最終処分場 



 （６）浄水場配置図 

 

 

 

 （７）連絡先 

    電話０８２－９２８－６２７０ 

    FAX０８２－９２８－０２９９ 

 

２ 策定事項 

（１）計画期間 令和８年 4 月 1 日から令和９年 3 月 31 日 

（２）管理体制（組織図） 

 

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）排出の抑制・管理（現状・計画） 

(ｱ)産業廃棄物の適正処理を確保するため，関係法令，その他の規則を遵守し，行政 

の環境施策に協力する。 

広島県水道広域連合企業団 

企業長 

指定管理者 ㈱水みらい広島 

西部事業所 所長 

汚泥収集運搬（委託） 

受託者 

最終処分場  柴﨑 稔 

廃棄物処理施設技術管理者（最終処分場） 

水質管理センター 主査 
排水処理業務担当者 

グループ員 

西部浄水グループ長 



(ｲ)発生した産業廃棄物は自ら処理することが原則であることを認識し，業者に委託 

している収集運搬についても処分にいたるまで的確に管理する。 

(ｳ)廃棄物の処理について次に掲げる事項を実施する。 

       発生抑制  凝集剤（ポリ塩化アルミニウム）及び粉末活性炭の注入を 

             適正にし，発生汚泥の低減を図る。 

       中間処理  脱水効率の向上を目指した中間処理を推進する。  



様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ
自ら埋立処分又は

海洋投棄処分を行う
産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

排出量 全処理委託量

産業廃棄物処理計画における
計画期間

令和７年４月１日から令和８年３月３１日

項目 目標値 項目 目標値

 事業の種類

０８２－２７７－８４８１

 事　業　場　の　名　称 広島市西部水資源再生センター

令和７

F36 水道業

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

広島市中区国泰寺町一丁目６番34号

 事 業 場 の 所 在 地 広島市西区扇一丁目１番１号

広島市長　松井　一實

（下水道局管理部西部水資源再生センター）

令和８年　６月１９日

別紙３のとおり

f008



別紙３
（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 7 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

678255 0 0 677965 0 697 677268 0 0 987 290 836 0 0

678255 0 0 677965 0 697 677268 0 0 987 290 836 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

584829 0 583289 0 0 1540 740 1030 0 0

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

産業廃棄物の種類

木くず

繊維くず

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

前年度目標値（前年度計画書数値）

合計

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん

目標項目

エラー：赤色表示

\\cl5snasint002\1303111500_産業廃棄物指導課\■08年度文書\■計画係\11 多量排出事業者\03　業者回答\通常産廃\データ貼付済\308 報告



様式第二号の八（第八条の四の五関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 別紙１及び別紙２のとおり

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類

 事　業　場　の　名　称 広島市西部水資源再生センター

 事 業 場 の 所 在 地 広島市西区扇一丁目１番１号

 計　　画　　期　　間 令和７年４月１日から令和８年３月３１日

産業廃棄物処理計画書

広島市中区国泰寺町一丁目６番34号

広島市長　松井　一實

（下水道局管理部西部水資源再生センター）

令和８年　６月１９日

０８２－２７７－８４８１

②事　業　の　規　模

③従　 業　 員 　数



別紙１

7 年度）　実績量
8 年度）　計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

678255 586916 0 0 0 0 677268 585372 0 0 987 1544 290 744 836 990 0 0 0 0

678255 586916 0 0 0 0 677268 585372 0 0 987 1544 290 744 836 990 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

計画：今年度（
現状：前年度（

認定熱回収業者への
処理委託量

燃え殻

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

産業廃棄物の種類

自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
認定熱回収業者以外の熱回収

を行う業者への処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量

排出抑制に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

合計

動物の死体

ばいじん

廃棄物の種類
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別紙２（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。



３　産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の
　　　種類及び分別に関する取組）

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃
　　　棄物の種類及び分別に関する取
組）



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）



別図１
西部水資源再生センター処理フローシート

令和8年度予定

しさ 500 t

 　焼却埋立 返送汚泥

流入水 　放流水

初沈汚泥 初沈・余剰汚泥   余剰汚泥 場内再利用水

沈砂 190 t 沈砂　54 t 場内再利用水

乾燥後肥料化 焼却埋立

濃縮汚泥 316,650 t し尿・浄化槽汚泥 60,377 t

濃縮汚泥 269,522 t

586,172 t

脱水ケーキ 22,190 t

消化汚泥 洗浄汚泥

消化ガス 燃料化原料  セメント化原料

21,390 t 800 t

調圧水槽
反応タンク

（東・西系）

最初沈殿池

（東・西系）

遠心濃縮機

沈砂池

重力濃縮槽 砂ろ過槽

消化タンク

放流水井

返流水処理施設

し尿受入施設
209,145 t

余剰ガス燃焼装置

消化ガスタンク

消化ガス発電機

脱　硫　器

最終沈殿池

汚泥燃料化施設

消化タンク加温ボイラー

洗浄槽

（東･西系）

脱水機
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産業廃棄物処理計画書報告内容比較

発生量 中間処理残さ量 直接委託及び自己処理後委託処分量

千田下水処理場 濃縮汚泥量・沈砂量・しさ量 脱水ケーキ量・焼却灰量 脱水ケーキ量・焼却灰量・沈砂量・しさ量

江波下水処理場 濃縮汚泥量・沈砂量・しさ量 焼却灰量 焼却灰量・沈砂量・しさ量

大州下水処理場 濃縮汚泥量・沈砂量・しさ量 脱水ケーキ量 脱水ケーキ量・沈砂量・しさ量

旭町下水処理場 濃縮汚泥量・沈砂量・しさ量 脱水ケーキ量 脱水ケーキ量・沈砂量・しさ量

西部浄化センター 脱水ケーキ量・沈砂量・しさ量 脱水ケーキ量・沈砂量・しさ量

平成15年度より他処理場に合わすため
「脱水ケーキ量」に変更する。
（産業廃棄物指導課に了解を得る）

平成15年度より他処理場に合わすため
「濃縮汚泥量・沈砂量・しさ量」に変更する。
（産業廃棄物指導課に了解を得る）



別図２

\\cl5snasint002\1303111500_産業廃棄物指導課\■08年度文書\■計画係\11 多量排出事業者\03　業者回答\通常産廃\データ貼付済\308 別図２　西部水資源再生セン
ター配置図.xls



様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和8年4月20日

広島市安芸区畑賀町2970番地

 事 業 場 の 所 在 地 　広島市安芸区畑賀町2970番地

広島県水道広域連合企業団

広島水道事務所長　益田　康司

 事業の種類 　水道業

050-3785-3200

 事　業　場　の　名　称 　広島県水道広域連合企業団広島水道事務所　瀬野川浄水場

令和７

産業廃棄物処理計画における
計画期間

　令和７年４月１日～令和８年３月３１日

項目 目標値 項目 目標値

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

排出量 全処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う
産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

別紙３のとおり

f009



別紙３
（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 令和７ 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

8000 8000 2689 5311 528 2161 2161 2161

8000 0 0 8000 0 2689 5311 528 0 2161 2161 2161 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

8040 5524 516 2000 2000 2000

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

前年度目標値（前年度計画書数値）

合計

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん

目標項目

エラー：赤色表示

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

産業廃棄物の種類

木くず

繊維くず

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず



様式第二号の八（第八条の四の五関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

050-3785-3200

②事　業　の　規　模 　令和７年度年間給水量　31,828（千㎥）

③従　 業　 員 　数 　42人

産業廃棄物処理計画書

令和8年4月20日

広島市安芸区畑賀町2970番地

広島県水道広域連合企業団

広島水道事務所長　益田　康司

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

○天日乾燥床を使用した中間処理による工程【通常】
　無機性汚泥（浄水場沈でん汚泥）
　　　↓
　排泥池・濃縮槽（汚泥濃縮）
　　　↓
　中間処理（天日乾燥）
　　　↓
　再資源化

○バキューム車による工程【緊急時】
　無機性汚泥（浄水場沈でん汚泥）
　　　↓
　排泥池・濃縮槽（汚泥濃縮）
　　　↓
　再資源化

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類 　水道業

 事　業　場　の　名　称 　広島県水道広域連合企業団広島水道事務所　瀬野川浄水場

 事 業 場 の 所 在 地 　広島市安芸区畑賀町2970番地

 計　　画　　期　　間 　令和８年４月１日～令和９年３月３１日



別紙１

令和７ 年度）　実績量
令和８ 年度）　計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

8000 8040 528 528 5311 5400 2161 2000 2161 2000 2161 2000

8000 8040 528 528 0 0 5311 5400 0 0 2161 2000 2161 2000 2161 2000 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

合計

動物の死体

ばいじん

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

紙くず

木くず

繊維くず

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

排出抑制に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

廃プラスチック類

（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

計画：今年度（
現状：前年度（

認定熱回収業者への
処理委託量

燃え殻

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

産業廃棄物の種類

自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
認定熱回収業者以外の熱回収

を行う業者への処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量

廃棄物の種類



別紙２（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　排泥池濃縮槽での汚泥濃縮を推進して排出量を抑制して
いる。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　無し（現状維持）

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。

広島県水道広域連合企業

団

広島県水道広域連合企業

団

広島県水道広域連合企業

団

汚泥中間処理

委託業者

天日乾燥床汚泥取除

委託業者

汚泥運搬再資源化

委託業者



３　産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の
　　　種類及び分別に関する取組）

　無し

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃
　　　棄物の種類及び分別に関する取
組）

　無し

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　天日乾燥床から取除いた汚泥を二次乾燥床で再度乾燥さ
せることにより、含水率を下げて減量をしている。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　無し（現状維持）

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　天日乾燥床底部の敷砂として再利用している。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　無し（現状維持）



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　全量を再資源化した。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　無し（現状維持）

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　無し

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　無し



様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和8年5月29日

広島市中区国泰寺町一丁目６番３４号

 事 業 場 の 所 在 地 　広島市中区南千田西町１１番３号

広島市長　松井　一實

（下水道局管理部千田水資源再生センター）

 事業の種類

082-241-8256

 事　業　場　の　名　称 　千田水資源再生センター

令和７

F36 水道業

産業廃棄物処理計画における
計画期間

　令和７年４月１日～令和８年３月３１日

項目 目標値 項目 目標値

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

排出量 全処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う

産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

別紙３のとおり

f010



別紙３
（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 令和７ 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

108957.027 0 0 108739 0 11570.120 97168.880 0 0 11788.147 663.59 11669.730 0 0

108957.027 0 0 108739 0 11570.12 97168.88 0 0 11788.147 663.59 11669.73 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

111461 111295 12067 7834 11952

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

前年度目標値（前年度計画書数値）

合計

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん

目標項目

エラー：赤色表示

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

産業廃棄物の種類

木くず

繊維くず

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず



様式第二号の八（第八条の四の五関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

（ 濃縮汚泥 ） 脱水⇒貯留⇒搬出⇒中間処理⇒再資源化

（沈砂・しさ） 貯留⇒搬出⇒中間処理⇒再資源化及び埋立処分

　　　　　　　　　　　　　　　　　：外部委託範囲

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類

 事　業　場　の　名　称 　千田水資源再生センター

 事 業 場 の 所 在 地 　広島市中区南千田西町１１番３号

 計　　画　　期　　間 　令和８年４月１日～令和９年３月３１日

産業廃棄物処理計画書

令和8年5月29日

広島市中区国泰寺町一丁目６番３４号

広島市長　松井　一實

（下水道局管理部千田水資源再生センター）

082-241-8256

②事　業　の　規　模 　処理能力　５５，６００ｍ３／日

③従　 業　 員 　数 　５４名

F36 水道業



別紙１

令和７ 年度）　実績量
令和８ 年度）　計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

108,957 111,356 0 0 0 0 108,739 111,133 0 0 11,788 11,901 664 562 11,670 11,787 0 0 0 0

108957.027 111356 0 0 0 0 108739 111133 0 0 11788.147 11901 663.59 562 11669.73 11787 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

計画：今年度（
現状：前年度（

認定熱回収業者への
処理委託量

燃え殻

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

産業廃棄物の種類

自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
認定熱回収業者以外の熱回収

を行う業者への処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量

排出抑制に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

合計

動物の死体

ばいじん

廃棄物の種類



別紙２（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

高分子凝集剤の使用量調整、ポリ硫酸第二鉄注入等により
脱水ケーキの含水率低下を図り、排出する脱水ケーキ量を
抑制した。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

高分子凝集剤の使用量調整、ポリ硫酸第二鉄注入等により
脱水ケーキの含水率低下を図り、排出する脱水ケーキ量を
抑制する。

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。



３　産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

濃縮汚泥の脱水。高分子凝集剤の使用量調整、ポリ硫酸第
二鉄注入等により脱水ケーキの含水率低下を図り、排出す
る脱水ケーキ量を抑制した。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

濃縮汚泥の脱水。高分子凝集剤の使用量調整、ポリ硫酸第
二鉄注入等により脱水ケーキの含水率低下を図り、排出す
る脱水ケーキ量を抑制する。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

特に無し

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

特に無し

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の
　　　種類及び分別に関する取組）

汚泥に含まれるしさを機械式自動スクリーンにて分別し、廃
棄物の分別保管を徹底している。

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃
　　　棄物の種類及び分別に関する取
組）

汚泥に含まれるしさを機械式自動スクリーンにて分別し、廃
棄物の分別保管を徹底する。



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

産業廃棄物の再生利用を処理業者へ委託しており、定期的
に現地履行確認を行っている。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の再生利用を処理業者へ委託し、定期的に現地
履行確認を行う。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

特に無し

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

特に無し



様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ
自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う
産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

排出量 全処理委託量

産業廃棄物処理計画における
計画期間

2025年4月1日から2026年3月31日

項目 目標値 項目 目標値

 事業の種類

082-849-1890

 事　業　場　の　名　称 西風新都バイオマス発電所

2025

電気業

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

2026年4月24日

広島市安佐南区伴5-1352-6

 事 業 場 の 所 在 地 広島市安佐南区伴5-1352-6

太平電業株式会社

島田　達哉

別紙３のとおり

f011



別紙３
（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 2025 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

744 744 108 0

2.7 2.7

0.6 0.6 0.6 0

4.2 4.2 4.2 0

2.1 2.1 2.1 0

5.5 5.5 5.5 0

20 20 20 0

8 8

2867 2867

3654.1 0 0 0 0 0 0 0 0 3654.1 0 140.4 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

4834 4834 119

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

産業廃棄物の種類

木くず

繊維くず

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

前年度目標値（前年度計画書数値）

合計

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん

目標項目

エラー：赤色表示



様式第二号の八（第八条の四の五関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

082-849-1890

②事　業　の　規　模 発電機出力：7，100kw

③従　 業　 員 　数 21名

電気業

産業廃棄物処理計画書

2026年4月24日

広島市安佐南区伴5-1352-6

太平電業株式会社

島田　達哉

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類

 事　業　場　の　名　称 西風新都バイオマス発電所

 事 業 場 の 所 在 地 広島市安佐南区伴5-1352-6

 計　　画　　期　　間 2026年4月1日から2027年3月31日

➀ばいじん

②燃え殻



別紙１

2025 年度）　実績量
2026 年度）　計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

744 990 744 990 108 90

2.7 0 2.7 0

0.6 1 0.6 1 0.6 1

4.2 5 4.2 5 4.2 5

2.1 1 2.1 1 2.1 1

5.5 2 5.5 2 5.5 2

20 15 20 15 20 15

8 10 8 10

2867 3100 2867 3100

3654.1 4124 0 0 0 0 0 0 0 0 3654.1 4124 0 0 140.4 114 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

合計

動物の死体

ばいじん

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

紙くず

木くず

繊維くず

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

排出抑制に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

廃プラスチック類

（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

計画：今年度（
現状：前年度（

認定熱回収業者への
処理委託量

燃え殻

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

産業廃棄物の種類

自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
認定熱回収業者以外の熱回収

を行う業者への処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量

廃棄物の種類



別紙２（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

・燃料の供給配分調整
・燃焼温度調整による未燃分の抑制
・燃料供給会社に対する
                             土砂、鉄くず等異物混入防止の要求

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

・燃料に含まれる異物の除去

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。

廃棄物担当



３　産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の
　　　種類及び分別に関する取組）

・産廃種類毎の置場を明確に区分けしている。

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃
　　　棄物の種類及び分別に関する取
組）

・現状を維持継続する。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

-

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

-

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

-

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

-



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

・燃えがら及びばいじんのリサイクル
しかし、採算が合わず継続して検討中

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

・廃棄物の再利用率を向上させるべく、更なる新規取引先を
検討中。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

-

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

-



様式第22号（第69条関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

※事務処理欄

自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う

産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

排出量 全処理委託量

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

 事業の種類

産業廃棄物処理計画における
計画期間

令和７年４月１日～令和８年３月３１日

項目 目標値 項目 目標値

F33 電気業

所長　柴田　保

０８２－５４５－２１０６

 事　業　場　の　名　称
中国電力ネットワーク株式会社　広島北ネットワークセンター
廿日市電柱置場

 事 業 場 の 所 在 地 広島市佐伯区五日市港4丁目13-9

年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

広島県生活環境の保全等に関する条例第85条第2項の規定により、 令和７

中国電力ネットワーク株式会社
広島ネットワークセンター

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和8年6月3日

広島市中区竹屋町２番４２号

条例別紙３のとおり

f012



条例別紙３
（条例-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 令和７ 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った

量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

530 530 490

530 0 0 0 0 0 0 0 0 530 0 490 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

426 0 0 0 0 426 0 426 0 0

廃アルカリ

産業廃棄物の種類

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

動物のふん尿

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

合計

エラー：赤色表示

目標項目

前年度目標値（前年度計画書数値）

動物の死体

ばいじん



様式第21号（第68条関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

広島市佐伯区五日市港4丁目13-9

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

②事　業　の　規　模 一般送配電事業（広島市）

③従　 業　 員 　数 ５７人

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

産業廃棄物処理計画書

令和8年6月3日

広島市中区竹屋町２番４２号

中国電力ネットワーク株式会社
広島ネットワークセンター

０８２－５４５－２１０６

所長　柴田　保

年度の

産業廃棄物の減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類

 事　業　場　の　名　称
中国電力ネットワーク株式会社　広島北ネットワークセンター
廿日市電柱置場

 事 業 場 の 所 在 地

 計　　画　　期　　間 令和８年４月１日～令和９年３月３１日

広島県生活環境の保全等に関する条例第85条第1項の規定により、 令和８

F33 電気業



条例別紙１

　　　　現状：前年度（ 令和７ 年度）実績量
　　　　計画：今年度（　令和８ 年度）計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

530 423 530 423 490 391.1

530 423 0 0 0 0 0 0 0 0 530 423 0 0 490 391.1 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

金属くず

動物系固形不要物

再生利用業者への
処理委託量

自ら行う再生利用に関する事項

紙くず

木くず

繊維くず

廃アルカリ

廃プラスチック類

自ら行う中間処理に関する事項

認定熱回収業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

優良認定処理業者への
処理委託量

合計

動物の死体

ばいじん

ゴムくず

動植物性残さ

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

（条例-産業廃棄物処理計画書）

認定熱回収業者への
処理委託量

汚泥

廃油

廃酸

産業廃棄物の種類

処理委託に関する事項自ら行う埋立処分等に関する事項

排出量
自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量
自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

燃え殻

排出抑制に関する事項

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

廃棄物の種類



条例別紙２（条例-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

・機器の長寿命化
・貯蔵品の適正管理

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

同上

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。



３　産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

該当なし

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

該当なし

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃棄物
の
　　　種類及び分別に関する取組）

同上

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

該当なし

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

該当なし

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の種類及
び
　　　分別に関する取組）

・発生した産業廃棄物について、再利用が出来るよう分別を
実施する。



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

該当なし

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

・産業廃棄物処理事業者の選定時には、可能な範囲で再利
用される事業者を選定する。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

同上

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

該当なし



様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和8年6月3日

広島市中区竹屋町２番４２号

 事 業 場 の 所 在 地 広島市安佐南区緑井1丁目25番28号

中国電力ネットワーク株式会社
広島ネットワークセンター

所長　柴田　保

 事業の種類

０８２－５４５－２１０６

 事　業　場　の　名　称 中国電力ネットワーク株式会社　広島北ネットワークセンター

令和７

F33 電気業

産業廃棄物処理計画における
計画期間

令和７年４月１日～令和８年３月３１日

項目 目標値 項目 目標値

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

排出量 全処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う
産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

別紙３のとおり

f013



別紙３
（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 令和７ 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

19.5 19.5

11.9 11.9 11.9

1.4 1.4 1.4

980 980 980

1012.8 0 0 0 0 0 0 0 0 1012.8 1.4 991.9 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

786.8 0 0 0 0 786.8 1.2 771 0 0

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

前年度目標値（前年度計画書数値）

合計

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん

目標項目

エラー：赤色表示

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

産業廃棄物の種類

木くず

繊維くず

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず



様式第二号の八（第八条の四の五関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

０８２－５４５－２１０６

②事　業　の　規　模 一般送配電事業（広島市）

③従　 業　 員 　数 ５７人

F33 電気業

産業廃棄物処理計画書

令和8年6月3日

広島市中区竹屋町２番４２号

中国電力ネットワーク株式会社
広島ネットワークセンター

所長　柴田　保

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類

 事　業　場　の　名　称 中国電力ネットワーク株式会社　広島北ネットワークセンター

 事 業 場 の 所 在 地 広島市安佐南区緑井1丁目25番28号

 計　　画　　期　　間 令和８年４月１日～令和９年３月３１日



別紙１

令和７ 年度）　実績量
令和８ 年度）　計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

19.5 17.1 19.5 17.1

11.9 7.8 11.9 7.8 11.9 7.8

1.4 1.2 1.4 1.2 1.4 1.2

980 760 980 760 980 760

0.1 0.1

1012.8 786.2 0 0 0 0 0 0 0 0 1012.8 786.2 1.4 1.2 991.9 767.8 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

合計

動物の死体

ばいじん

水銀使用製品産業廃棄物

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

紙くず

木くず

繊維くず

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

排出抑制に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

廃プラスチック類

（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

計画：今年度（
現状：前年度（

認定熱回収業者への
処理委託量

燃え殻

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

産業廃棄物の種類

自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
認定熱回収業者以外の熱回収

を行う業者への処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量

廃棄物の種類



別紙２（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

・機器の長寿命化
・貯蔵品の適正管理

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

同上

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。



３　産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の
　　　種類及び分別に関する取組）

・発生した産業廃棄物について、再利用が出来るよう分別を
実施する。

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃
　　　棄物の種類及び分別に関する取
組）

同上

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

該当なし

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

該当なし

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

該当なし

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

該当なし



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

・産業廃棄物処理事業者の選定時には、可能な範囲で再利
用される事業者を選定する。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

同上

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

該当なし

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

該当なし



様式第22号（第69条関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

中国電力ネットワーク株式会社
広島ネットワークセンター

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和7年6月3日

広島市中区竹屋町２番４２号

所長　柴田　保

０８２－５４５－２１０６

 事　業　場　の　名　称 中国電力ネットワーク株式会社　広島ネットワークセンター

 事 業 場 の 所 在 地 広島市中区竹屋町２番４２号

年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

広島県生活環境の保全等に関する条例第85条第2項の規定により、 令和７

 事業の種類

産業廃棄物処理計画における
計画期間

令和７年４月１日～令和８年３月３１日

項目 目標値 項目 目標値

F33 電気業

排出量 全処理委託量

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

※事務処理欄

自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う

産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

条例別紙３のとおり

f014



条例別紙３
（条例-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 令和７ 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った

量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

0.4 0.4 0.4

31.1 31.1

11.8 11.8 11.8

2.2 2.2

910 910 910

0.6 0.6

0.1 0.1 0.1

956.2 0 0 0 0 0 0 0 0 956.2 0.5 921.8 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

619.4 0 0 0 0 619.4 7.7 572.2 0 0

合計

エラー：赤色表示

目標項目

前年度目標値（前年度計画書数値）

動物の死体

ばいじん

廃電池類

水銀使用製品産業廃棄物

動物のふん尿

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

廃アルカリ

産業廃棄物の種類

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸



様式第21号（第68条関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

広島市中区竹屋町２番４２号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

②事　業　の　規　模 一般送配電事業（広島市）

③従　 業　 員 　数 ４９０人

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

産業廃棄物処理計画書

令和8年6月3日

広島市中区竹屋町２番４２号

中国電力ネットワーク株式会社
広島ネットワークセンター

０８２－５４５－２１０６

所長　柴田　保

年度の

産業廃棄物の減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類

 事　業　場　の　名　称 中国電力ネットワーク株式会社　広島ネットワークセンター

 事 業 場 の 所 在 地

 計　　画　　期　　間 令和８年４月１日～令和９年３月３１日

広島県生活環境の保全等に関する条例第85条第1項の規定により、 令和８

F33 電気業



条例別紙１

　　　　現状：前年度（ 令和７ 年度）実績量
　　　　計画：今年度（　令和８ 年度）計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

0.4 0.2 0.4 0.2 0.4 0.2

31.1 31.1 31.1 31.1

11.8 11.8 11.8 11.8 11.8 11.8

2.2 2.2 2.2 2.2

910 556 910 556 910 556

0.6 0.6 0.6 0.6

0.1 0.2 0.1 0.2 0.1 0.2

956.2 602.1 0 0 0 0 0 0 0 0 956.2 602.1 0.5 0.4 921.8 567.8 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

金属くず

動物系固形不要物

再生利用業者への
処理委託量

自ら行う再生利用に関する事項

紙くず

木くず

繊維くず

廃アルカリ

廃プラスチック類

自ら行う中間処理に関する事項

認定熱回収業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

優良認定処理業者への
処理委託量

合計

動物の死体

ばいじん

廃電池類

水銀使用製品産業廃棄物

ゴムくず

動植物性残さ

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

（条例-産業廃棄物処理計画書）

認定熱回収業者への
処理委託量

汚泥

廃油

廃酸

産業廃棄物の種類

処理委託に関する事項自ら行う埋立処分等に関する事項

排出量
自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量
自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

燃え殻

排出抑制に関する事項

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

廃棄物の種類



条例別紙２（条例-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

・機器の長寿命化
・貯蔵品の適正管理

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

同上

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。



３　産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

該当なし

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

該当なし

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃棄物
の
　　　種類及び分別に関する取組）

同上

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

該当なし

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

該当なし

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の種類及
び
　　　分別に関する取組）

・発生した産業廃棄物について、再利用が出来るよう分別を
実施する。



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

該当なし

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

・産業廃棄物処理事業者の選定時には、可能な範囲で再利
用される事業者を選定する。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

同上

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

該当なし



様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和8年7月10日

広島市南区向洋沖町１番１号

 事 業 場 の 所 在 地 広島市南区向洋沖町１番１号

公益財団法人広島県下水道公社

理事長　上仲 孝昌

 事業の種類

082-286-8200

 事　業　場　の　名　称 太田川流域下水道東部浄化センター

令和７

F36 水道業

産業廃棄物処理計画における
計画期間

令和７年４月１日から令和８年３月３１日

項目 目標値 項目 目標値

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

排出量 全処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う
産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

別紙３のとおり

f015



別紙３
（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 令和７ 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

224173.56 223600 15039.67 208560.33 15613.23 665.94 15039.67

3.5 3.5 3.5

11.3 11.3 11.3

0.12 0.12 0.12

224188.48 0 0 223600 0 15039.67 208560.33 0 0 15628.15 680.86 15039.67 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

219554 202718 16837 80 16100

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

前年度目標値（前年度計画書数値）

合計

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん

蛍光灯（水銀使用製品産業廃棄物）

目標項目

エラー：赤色表示

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

産業廃棄物の種類

木くず

繊維くず

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず



様式第二号の八（第八条の四の五関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

082-286-8200

②事　業　の　規　模 流域下水道終末処理場　処理能力148,380㎥/日

③従　 業　 員 　数 公社17名，運転管理〔委託〕最大38名

F36 水道業

産業廃棄物処理計画書

令和8年7月10日

広島市南区向洋沖町１番１号

公益財団法人広島県下水道公社

理事長　上仲 孝昌

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

①汚泥（脱水ケーキ）：自ら減量化中間処理→業者委託によりセ
メント原料化、コンポスト化の再生利用及び建築資材の原料化
②汚泥（沈砂・しさ類）：自らの中間処理なし→中間処理業者に
委託し焼却後最終埋立処分
③廃プラ（金属くずを含む）：自らの中間処理なし→中間処理業
者に委託し選別・破砕・焼却処理後に最終埋立処分
④蛍光灯（水銀使用製品産業廃棄物）：自らの中間処理なし→中
間処理業者に委託し破砕後、溶融して再生

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類

 事　業　場　の　名　称 太田川流域下水道東部浄化センター

 事 業 場 の 所 在 地 広島市南区向洋沖町１番１号

 計　　画　　期　　間 令和８年４月１日から令和９年３月３１日



別紙１

令和７ 年度）　実績量
令和８ 年度）　計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

224173.56 230081 223600 213085 15613.23 16996 665.94 1049 15039.67 16300

3.5 4 3.5 4 3.5 4

11.3 12 11.3 12 11.3 12

0.12 1 0.12 1 0.12 1

224188.48 230098 0 0 0 0 223600 213085 0 0 15628.15 17013 680.86 1066 15039.67 16300 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

燃え殻

（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

現状：前年度（
計画：今年度（

産業廃棄物の種類

排出抑制に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量
自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量

自ら行う再生利用に関する事項

再生利用業者への
処理委託量

認定熱回収業者への
処理委託量

認定熱回収業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

汚泥

鉱さい

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

廃油

合計

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん

蛍光灯（水銀使用製品産業廃棄物）

廃棄物の種類



別紙２（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

別図【太田川流域下水道東部浄化センター管理体制図】のとおり

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　汚泥濃縮工程、汚泥消化工程において濃縮率、消化率を
高め、汚泥減量化を図る。
　汚泥脱水工程において脱水ケーキの含水率の低下に努
め、汚泥減量化を図る。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　汚泥濃縮工程、汚泥消化工程において濃縮率、消化率を
高め、汚泥減量化を図る。
　汚泥脱水工程において脱水ケーキの含水率の低下に努
め、汚泥減量化を図る。

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。



３　産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の
　　　種類及び分別に関する取組）

　汚泥それぞれについて、分別、保管を徹底する。

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃
　　　棄物の種類及び分別に関する取
組）

　汚泥それぞれについて、分別、保管を徹底する。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　汚泥脱水工程において、脱水ケーキの含水率の低下に努
め、汚泥搬出量の抑制・減量化を図る。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　汚泥脱水工程において、脱水ケーキの含水率の低下に努
め、汚泥搬出量の抑制・減量化を図る。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　発生した汚泥（脱水ケーキ）をコンポスト化又はセメント及
び建築資材の原料化し、再生・有効利用を図る。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　発生した汚泥（脱水ケーキ）をコンポスト化又はセメント及
び建築資材の原料化し、再生・有効利用を図る。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）



別図

太田川流域下水道東部浄化センター組織図

運転管理受託者組織図

保守点検責任者（電
気）

点検員

事務員

運転監視操作責任者
（日常勤務）

操作員

水質管理主任者 担当者

保守点検責任者（機
械）

点検員

太田川流域下水道東部浄化センター管理体制図

理事長
常務理事

（兼）事務局長
総務部長 総務課長 課員

業務統括責任者 業務副統括責任者
運転操作主任操作員
（4班交代勤務）

操作員（4班交代勤務）

管理課長
課員

（汚泥管理担当）

業務部長

水質課長 課員



様式第22号（第69条関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

広島県水道広域連合企業団広島水道事務所

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和８年５月15日

広島市安芸区畑賀町2970番地

所長　益田　康司

050-3785-3200

 事　業　場　の　名　称 広島県水道広域連合企業団広島水道事務所（戸坂取水場、温品浄水場）

 事 業 場 の 所 在 地
広島市東区戸坂惣田一丁目12番１号
広島市東区温品五丁目14番１号

年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

広島県生活環境の保全等に関する条例第85条第2項の規定により、 令和７

 事業の種類 水道業

産業廃棄物処理計画における
計画期間

令和７年４月１日～令和８年３月31日

項目 目標値 項目 目標値

排出量 全処理委託量

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

※事務処理欄

自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う

産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

条例別紙３のとおり

f016



条例別紙３
（条例-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 令和７ 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った

量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

847 847 212 635 212 212 212

847 0 0 847 0 212 635 0 0 212 212 212 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

1630 1150 480 480 480

合計

エラー：赤色表示

目標項目

前年度目標値（前年度計画書数値）

動物の死体

ばいじん

動物のふん尿

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

廃アルカリ

産業廃棄物の種類

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸



様式第21号（第68条関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

②事　業　の　規　模 50,494,100m3/年（138,340m3/日）

③従　 業　 員 　数
県職員５人、再任用職員１人、会計年度任用職員１人、運転委託職
員14人、脱水機運転委託職員２人　計23人

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

産業廃棄物処理計画書

令和８年５月15日

広島市安芸区畑賀町2970番地

広島県水道広域連合企業団広島水道事務所

050-3785-3200

所長　益田　康司

年度の

産業廃棄物の減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類 水道業

 事　業　場　の　名　称 広島県水道広域連合企業団広島水道事務所（戸坂取水場、温品浄水場）

 事 業 場 の 所 在 地
広島市東区戸坂惣田一丁目12番１号
広島市東区温品五丁目14番１号

 計　　画　　期　　間 令和８年４月１日～令和９年３月31日

広島県生活環境の保全等に関する条例第85条第1項の規定により、 令和８

戸
坂
取
水
場

汚
泥
発
生

天
日
乾
燥
床
処
理

（
取
水
汚
泥
）

温
品
浄
水
場

汚
泥
発
生

機
械
脱
水
機
処
理

（
浄
水
汚
泥
）

含水率目標45％以下を標準

汚泥再資源化施設



条例別紙１

　　　　現状：前年度（ 令和７ 年度）実績量
　　　　計画：今年度（　令和８ 年度）計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

847 1059 635 792 212 267 212 267 212 267

847 1059 0 0 0 0 635 792 0 0 212 267 212 267 212 267 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

金属くず

動物系固形不要物

再生利用業者への
処理委託量

自ら行う再生利用に関する事項

紙くず

木くず

繊維くず

廃アルカリ

廃プラスチック類

自ら行う中間処理に関する事項

認定熱回収業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

優良認定処理業者への
処理委託量

合計

動物の死体

ばいじん

ゴムくず

動植物性残さ

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

（条例-産業廃棄物処理計画書）

認定熱回収業者への
処理委託量

汚泥

廃油

廃酸

産業廃棄物の種類

処理委託に関する事項自ら行う埋立処分等に関する事項

排出量
自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量
自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

燃え殻

排出抑制に関する事項

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

廃棄物の種類



条例別紙２（条例-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

広島県水道広域連合企業団組織図

　事務局本部
　　・事務局長
　　・経営部長
　　・技術部長
　　・総務課
　　・企画課
　　・会計課
　　・技術管理課
　　・業務課
　　・工務課
　　・水質管理センター

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

維持管理課

建　設　課

瀬野川浄水課

戸坂取水課 取水係（戸坂取水場）

浄水係（温品浄水場）

　　産業廃棄物処理責任者
広島水道事務所　所長　　

　　産業廃棄物処理担当者
戸坂取水課　浄水係長　　

汚泥中間処理
（委託）

汚泥再資源化
（委託）

企　業　長

副 企 業 長

広島水道事務所

外14事務所

総　務　課

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

年間汚泥発生量は降雨等による河川の出濁状況及び処理
水量により変動する。
河川水質高濁度時における薬品注入率の適正化による汚
泥発生量の低減を図る。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

同上

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。



３　産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

脱水汚泥含水率の目標は45％以下を標準とする。
（令和７年度実績44.3％）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

同上

同上

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

該当なし

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

該当なし

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃棄物
の
　　　種類及び分別に関する取組）

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の種類及
び
　　　分別に関する取組）

浄水汚泥、取水汚泥とも単一であり分別の必要なし。



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

該当なし

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

粒度調整砕石原料として再資源化を行う。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

同上

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

該当なし



様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和8年4月20日

広島市中区基町９番３２号

 事 業 場 の 所 在 地 広島市安佐南区緑井町３１１番地

広島市水道事業管理者

広島市水道局　桝原　茂

 事業の種類

０８２－８７７－１１１６

 事　業　場　の　名　称 広島市水道局　技術部　緑井浄水場

令和　７

F36 水道業

産業廃棄物処理計画における
計画期間

令和７年４月１日から令和８年３月３１日

項目 目標値 項目 目標値

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

排出量 全処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う
産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

別紙３のとおり

f017



別紙３
（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 令和７ 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱
回収を行っ

た量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理
した後の処
理委託量

⑩のうち優
良認定処理
業者への処
理委託量

⑩のうち再
生利用業者
への処理委

託量

⑩のうち熱
回収認定業
者への処理

委託量

⑩のうち熱
回収認定業
者以外の熱
回収を行う
業者への処
理委託量

34272 34272 991 33281 991 991 991

34272 0 0 34272 0 991 33281 0 0 991 991 991 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業
廃棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産
業廃棄物の

量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行
う業者への
処理委託量

36786 0 35755 0 0 1031 1031 1031 0 0

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

産業廃棄物の種類

木くず

繊維くず

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

前年度目標値（前年度計画書数値）

合計

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん

目標項目

エラー：赤色表示



様式第二号の八（第八条の四の五関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

広島市安佐南区緑井町３１１番地

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

　河川表流水の浄水処理工程で発生する汚泥を濃縮・加圧脱水し汚
泥ケーキを排出。
　汚泥ケーキは再生処分業者に委託し路盤材等に再資源化。

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類

 事　業　場　の　名　称 広島市水道局　技術部　緑井浄水場

 事 業 場 の 所 在 地

 計　　画　　期　　間 令和８年４月１日から令和９年３月３１日

産業廃棄物処理計画書

令和8年4月20日

広島市中区基町９番３２号

広島市水道事業管理者

広島市水道局長　桝原　茂

０８２－８７７－１１１６

②事　業　の　規　模 給水能力　２００，０００㎥／日

③従　 業　 員 　数 ３４人

F36 水道業



別紙１

令和　７ 年度）　実績量
令和　８ 年度）　計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

34272 37081 33281 36035 991 1046 991 1046 991 1046

34272 37081 0 0 0 0 33281 36035 0 0 991 1046 991 1046 991 1046 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

計画：今年度（
現状：前年度（

認定熱回収業者への
処理委託量

燃え殻

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

産業廃棄物の種類

自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
認定熱回収業者以外の熱回収

を行う業者への処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量

排出抑制に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

合計

動物の死体

ばいじん

廃棄物の種類



別紙２（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　汚泥排出量の抑制のため、汚泥の１次濃縮及び２次濃縮
を実施。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

同上。

緑井浄水場長

（産業廃棄物処理責任者）

排水処理施設管理（委託業務）

（処理施設の運転管理）

汚泥運搬再生（委託業務）

（発生した汚泥ケーキの

再生処分場への運搬・再生）

緑井浄水場係員

（産業廃棄物技術管理者）

指示

管理・監督



３　産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　汚泥ケーキ量低減のため、汚泥濃度を日常的に測定し、
汚泥濃縮装置及び汚泥脱水機の適正な運転管理を実施。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

同上。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

―

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

―

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の
　　　種類及び分別に関する取組）

―

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃
　　　棄物の種類及び分別に関する取
組）

―



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　再生処分業者が行う路盤材等への再資源化について、履
行の現場確認を実施。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

同上。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

―

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

―


